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Ⅰ．初めに 

1 年次で行った「西原地区(宮古島市平良字西原)の伝統行事ミャークヅツと地域教育につ

いて」の研究で主となったミャークヅツのルーツを探ると、池間島に原点があった。私の生

まれ育った西原地区は、地域全体で子どもを育てるという意識が根強く、学校教育(西辺小

中)にも地域との繋がりを意識した授業が多くあった。地域全体で子どもを育てると言った

地域性の背景には、伝統行事ミャークヅツが関係していると考えるため、今回はミャークヅ

ツのルーツである池間島に焦点を置き、地域教育の重要性や効果をインターンシップ校と

比較して考える。 

 

Ⅱ．研究の目的、動機 

 伝統行事から暮らしを分析し、その暮らしで生まれた文化や地域性、生活と教育がどう言

った繋がりを持つのか探る。 

 

Ⅲ．研究方法、地域、期間 

研究方法 研究場所 期間 

資料収集 県立図書館 

宮古島市立図書館 

8 月〜1 月 

伝統行事ミャークヅツ参加 池間島 中止となった為無 

池間島の人々への 

インタビュー 

 知り合いから紹介してもら

うも連絡がつかずで無 
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Ⅳ．結果 

 別紙の通り p4.5 

 

Ⅴ．考察、分析 

 ミャークヅツの意義から、子どもたちが育ち経済を支えるようになり，親が楽ができるよ

うになる、楽になることへの喜びが人生最高の喜びという、ミャークヅツの行事の中に子ど

もについて関わるものがあるのではなく，ミャークヅツそのものが子どもから得た喜びと

いう人生における子どもの影響力がとても大きいことがわかった。また、子どもが立派に育

つことが人生最大の喜びといっているように，ミャークヅツではそれを願っているのだと

思った。形上としては五穀豊穣を願うというときもあるが，それは子どもたちが親を助ける

ために行った仕事での豊作を願うことであったり，豊作だったから次もまた豊作でありま

すようにと言った願いが込められているのではないかと考えた。2 日目のマスムイでは、新

しく地域の仲間として育っていく子どものムトゥへの入会式のようなものが行われ，ムト

ゥへ顔を教えると共に，祖先の方々へ守っていただきたいという紹介がされていた。子ども

たちを地域全体で育てるといいことは，地域（池間島）を豊かにするという目的があったと

いいことがわかった。また、当時の学校教育が残っているような地域教育が池間幼、小中の

学校カリキュラムに根付いていた。中でも地域愛として，故郷を大切にする気持ちを育成す

るために、伝統を知る、そして繋いでいく活動があり，保護者と地域と学校が連携を取り、

池間島全体で子どもたちを育てる地域教育という枠組みを超えた教育を行なっていた。 

 このことから，池間島が人頭税に苦しみ、貢物の強制に苦しんで子どもを育てることが大

変苦しかったが、子どもが成長し大人となって働き，経済力が高まり暮らしが豊かになった

ことから生まれたミャークヅツから、子どもたちを地域全体で育てると言った地域性が根

付いたのだと考えた。そして，その地域性が今もなお学校教育で行われている故郷を大切に

する、子どもたちにとって「かけがえのない故郷」になるための教育活動が行われているの

だと思った。それは、池間島が分村してできた西原地区にもいえる。西原地区では池間島程

子どもを意識してミャークヅツを開催してはいないが，マスムイを通して地域全体で子ど

もを育てるという意識が根付き，充実した地域教育へと繋がっていると考える。 

Ⅵ．今後の展望 

 池間島ではミャークヅツの行事を受け継いでいく人が随分と減ったようで，行事事態が

簡素化されつつある。しかし，学校教育で保護者と地域、学校がうまく連携を取れているの

で、地域全体で子どもを育てると言った地域教育はなくならないと思う。 

 

 

Ⅶ．終わりに 
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 今回の研究では、新型コロナウイルス感染症の影響で、思うような研究活動が出来ず，内

容としてももっと濃く出来たのではないかと思う。古く詳細な資料を見つけられ，宮古島に

も資料が残っていたので研究を続けることができた。フィールドワークを通して、また、現

地の人の言葉で地域教育について知りたい。 

 

Ⅷ．参考文献、調査協力 

池間島のミャークヅツ（池間民謡保存会） 

沖縄池間島民俗誌（野口武徳） 

 

Ⅸ．指導教員コメント 

コロナ禍でフィールドワークが制限される中、文献研究とインタビューを実施した研究

活動に関しては評価できます。「沖縄池間島民俗誌」（野口武徳）は研究において基本中の

基本の文献となっていますが（県立図書館や沖大琉球弧資料室で閲覧できますが）、「池間

島のミャークヅツ」（池間民謡保存会）はなかなか手に入らない貴重な資料であると思いま

す。現地で見つけた時の喜びは、大きいものがあったでしょう。 

「ミャークヅツ」は男性を軸とした祭りでもありますが、女性を軸とした祭りである「ユ

ークイ」の歴史も踏まえ、地域教育にどう生かしていくかを考えると次の展開になると思い

ますし、伊良部島と西原の事例と比較すると見えてくるものがあると思います。ユークイは

ツカサが少なくなったために行えなくなりましたが、島の歴史教育には外せない存在でも

あるはずです。以下は関連すると思われる研究資料・論文・雑誌の詳細です。今後の研究の

ために参考にしてみてください。 

 

野口武徳『沖縄池間島民俗誌』未来社、1972 年 

本永清「宗教的宇宙観と祭祀との関係について（上）－宮古・池間島の事例から－」『沖縄民俗研究』２沖縄民俗学会、

1979 年 

『池間島のミャークヅツ 沖縄県選択無形民俗文化財記録作成』池間島民謡保存会、1981 年 

本永清「コスモロジーと祭祀－宮古池間島の事例から」『民俗学研究所紀要』７成城大学民俗学研究所、1983 年 

『谷川健一著作集 ２ 民俗学篇Ⅱ 民俗の神 民俗紀行』三一書房、1984 年 

谷川健一「古琉球の信仰 世乞い祭」『谷川健一著作集 ６ 沖繩学篇 琉球弧の世界』三一書房、1987 年 

大城學「池間島のミャークヅツ」沖縄タイムス社編『おきなわの祭り』沖縄タイムス社、1991 年 

宮岡真央子「神々の籤引き－宮古池間島の童名に関する一試論－」『沖縄民俗研究』１６沖縄民俗学会、1996 年 

奥浜幸子「生命根の神･ウハルズ御岳－池間島」『暮らしと祈り－琉球弧・宮古諸島の祭祀世界』ニライ社、1997 年 

奥浜幸子「ユークイの拝所は今…－池間島」『暮らしと祈り－琉球弧・宮古諸島の祭祀世界』ニライ社、1997 年 

新里幸昭「池間島の年中行事と神歌」『紀要 沖縄学』２沖縄学研究所 1998 年 

安谷屋昭・松居友『沖縄の宇宙像 池間島に日本のコスモロジーの原型を探る』洋泉社、1999 年 

伊良波盛男『池間民俗語彙の世界 宮古・池間島の神観念』ボーダーインク、2004 年 

犬飼公之「人間の誕生と死－池間島からの発信－」『沖縄研究ノート』１４宮城学院女子大学、2004 年 

野本三吉「ナナムイの島・池間」『海と島の思想 －琉球弧４５島フィールドノート－』現代書館、2007 年 

仲本光正「池間民族（西原）のミャークヅツ ２ 表日（あらび）」『島たや』２－２ クイチャーパラダイス友の会、

2007 年 

仲本光正「宮古島池間民族の神願い（ナナムイ） 第１話 西原のミャークヅツ ２」『島たや』２－１ クイチャーパラ

ダイス友の会、2007 年 

仲本光正「池間民族（西原）のミャークヅツ ３ 後日」『島たや』３－１、クイチャーパラダイス友の会、2008 年 

笠原政治『〈池間民族〉考 ある沖縄の島びとたちが描く文化の自画像をめぐって』、風響社、2008 年 

本村満編『写真で追う池間島のミャークヅツ 島最大のイベント』本村満、2008 年 

 

研究結果 
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1. 池間島の伝統行事ミャークヅツについて 

旧暦 8、9 月の甲午の日から 3 日間に渡って 4 箇所のムトゥ(マジャ、アギマス、マイヌ

ヤー、マイザトゥ)を中心に行われる池間島最大の年中行事。ミャークヅツにおいて各ム

トゥで行われる儀礼は、55 歳以上の男性で構成されるムトゥウヤたちを中心に、年齢会

梯的な組織で運営されている。 

期間中、各ムトゥに所属するムトゥウヤたちは早朝 4〜5 時頃ムトゥに集まって酒を

酌み交わし談笑して過ごす。酒や肴はマスムイといってムトゥウヤたちの家族の者が属

するムトゥに届ける。特に 2 日目には前年のミャークヅツ以降出生した乳児の名前等が

紹介される。ヤラビマスを届けた者は乳児の健康等を祝する小魚をもらって帰る。大正

以前は、ムトゥの長老がヤラビマスを持ってきた者を前に座らせ神酒をムトゥ所有の中

皿にうつし、これをその人に持たせて乳児の幸福を予祝する大皿アーグをうたったとい

う(西原地区では今も行なっている)。 

 午後４時過ぎになるとマジャムトゥを先頭に各ムトゥのウヤたちが池間・前里の境

界にある水浜の広場周辺の所定場所に座る。ツカサンマ(司母)たちによるクイチャーが

行われた後、ツカサンマたちを囲んで一般参加のクイチャーが盛大に行われる。 

  

2. ミャークヅツの意義について 

人生最低の苦しみから最高の喜びに変わる時、池間島では次のような言葉が使われる。 

写真 1 を訳すると、次のようになる。 

 

 旧暦の 8 月 9 月というと時期的にも農作物の収穫も殆ど終わり，農閑期に入り次の種蒔

き時期までは骨休みの一時でもあるので，時期的にも最も適当な好時期としてそのように

決めたといいことである。 

 

3. ミャークヅツ 2 日目マスムイ 

マスムイでは前年のミャークヅツ以降出生した乳児の名前等が紹介される。ヤラビマ

スを届けた者は乳児の健康等を祝する小魚をもらって帰る。大正以前は、ムトゥの長老

がヤラビマスを持ってきた者を前に座らせ神酒をムトゥ所有の中皿にうつし、これをそ

の人に持たせて乳児の幸福を予祝する大皿アーグをうたったという(西原地区では今も

行なっている)。 

孫や曾孫がいるような年齢の男性が主として担う行事のようにも思える、全体的に世

俗性を基調にした行事のように感じる。 

男の子に対しての歌では写真 2 のようになっていて，如何にも幼児に対し希望と理想

を大きく然も丹精込めた祈願である。 

女の子に対しては写真３のように詠んだという。つまり女は出世者の妻となり，夫婦
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揃って幸福な人生を送るようにとの真心を込めた願いである。 

 

4. 池間小学校のカリキュラム 

三愛教育 ：子どもたちの心に「学校愛・友達愛・故郷愛」という三つの愛を育もうと

する教育。池間島は池間幼小中で学ぶ子どもたちにとって思考と行動の舞台。生まれ

育った故郷。学年の粋を超えた関わりや島の大人たち（保護者・地域・学校）との

様々な関わりにより島を意識し，心の中に自分の生まれ育った池間島に対する高い誇

りと深い愛情が育った時，この島は子どもたちにとって初めて「かけがえのない故

郷」になる。 

 

学校愛（学校を大切にする） 

主な活動 

・朝のボランティア活動 ・給食後の清掃活動 

・環境美化活動 ・学校創立記念行事 

友達愛（友達を大切にする） 

主な活動 

・朝の読み聞かせ活動 

・トゥンカラ体験活動 

 

故郷愛（故郷を大切にする） 

主な活動 

・クリーン活動 ・トライアスロン応援活動 

・海の体験活動 ・ハーリー体験 

・オオガニ観察会 ・環境学習 

・高齢者との交流活動 

・ミャークヅツ 

 

5，池間島の「子どもの暮らしを包み込むプロジェクト」 
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写真 1 

 

写真 2 

 

写真 3 

 


